
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員Ａ 19 18 17 18 17 89 このコンテストにおける評価項目のすべてが、高レベルで満たされた怪談。私は最
初、この怪談に高得点をつけたくなかった。なぜなら、読み始めからとても面白かっ
たのだが、私が考える怪談の理想とは方向性が違ったからである。それが何なのか
と言われれば、説明するのが非常に難しい。それでも何とか説明するならば、こう
いった気分が悪くなる系の怪談は、気分の悪さと怖さの境界が曖昧になりがちだと
いうことである。非常に悪い言い方をすれば、怪談としての「品格」が欠けている、と
いうことだ。この類の所謂「胸糞系怪談」は、得てして「怖さ」以外の項目がおしなべ
て駄目なのであるが、この怪談はそうではない。「怖さ」があるのは当然なのである
が、それ以外の要素もきちんと持っている。ただ、怪談の「品格」までは感じることが
できなかった。

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員B 13 10 12 12 12 59 金持ちほどよく無いものが下水に溜まるっていうのはいい発想でしたね。依頼者の
金払いが良くないと成り立たないビジネスですし、でも、最後の同姓同名でしたは無
理矢理すぎな感じがしたし、顔が違う人を殺害するかな、と思いました。

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員C 18 18 18 18 18 90 現代的なテーマをうまく活かした作品だと思います。題名も皮肉が効いていてとても
良いです。お金持ちが喧嘩をしないというのは、わたしも体験から感じています。で
も、人から勘違いも甚だしい憎悪を向けられたり、恨まれたりすることがあるのもな
んとなく想像できるため、創作であるこの作品が実は本当にあったことなのではない
か、と感じたりもしています。それほどこの作品の完成度が高いということでしょう
か。排水管から流れてくる脂のような塊が、触ってはいけないものだという設定も恐
怖を煽られて良かったです。それは高額なアルバイト料が出ますよね。

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員D 16 18 18 19 18 89 タイトルがキャッチーかつ今時の社会問題に通じるものがあり、とても興味をひかれ
ました。怪しいバイトの仕事内容が生々しくて、不気味でとても良かったです。先輩
が無駄に明るく振る舞ってる様子と本人が混乱している描写がリアルで面白かった
です。富裕層向けの裏ビジネスで本当にありそうな気がしてしまいました。

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員E 18 18 15 15 15 81 終盤の畳みかけが鮮烈で、恐怖をギリギリまで引き絞ってから一気にひっくり返す
手つきが気持ちいいです。山下さんの軽薄な愛想と冷えた素顔の落差が強烈で、読
者の呼吸を奪ってきますね。さらに主人公が都合よく救われない締め方が、人怖の
後味をしっかり残していて好みでした。

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員F 19 19 20 19 20 97 光バイト、と聞けば聞こえはいいけれど、実体は思い切り闇なバイト内容。但し、霊
感もなく、何も感じない者にとっては臭いさえ我慢すれば高い報酬が貰える割には
楽な光バイトと言えるかもしれない。何の因果か光の勘違いからたまたま漢字表記
にすると同姓同名に思える人物と間違われ、山下と名乗る男に連れて行かれたバイ
ト先。そこは高級住宅街にあるお金持ちの家で、そこのお宅の排水管の清掃が業務
内容。ただ、その汚水の中の汚物は家人に向けられた恨み、妬み等の念の塊で、
「ニクイ、ニクイ」という声が聞こえたり、人の顔が浮かび上がって見えたりしたら、そ
れは恐ろしいに違いない。見えない人には光バイトに思えるかもしれないけれど、裏
側を知ってしまったら平気でバイトを続けられるだろうか。名前の光と明るいバイトを
かけているところも面白い。ストーリーにもユーモア性が高く、全体的に高評価なお
話でした。

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員G 18 17 18 15 17 85 色々と考察ができる内容ですね。殺された人の住所と語り手の住所が似ていたの
か、なぜ大したお金ももらえないと言っていた殺人にまで手を染めたのか。やはり憎
しみの塊そのものに長く触れてしまっていたからなのでしょうか。気持ちの悪い怪異
のオカルト的な怖さと、人の狂気に触れたようなヒトコワ的な怖さのバランスがちょう
どいいお話でした。私個人としてはお話のバランスというものにとても重きを置いて
おりますので、バランス感覚の優れたお話はそれだけでとてもいいお話だと感じま
す。中途半端にならずに、しっかり怖い。そして謎は多少残りつつ、乱暴さがない。
完成度の高い文章でした。

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員H 18 18 18 16 16 86 印象は前回と同じです。めちゃくちゃ気持ち悪くて、不気味でした。何なんだコレ！？
怖さ、言わずもがな、下水から流れてくる喋る塊です。人の念の塊、恨みつらみが汚
物となって出てくるなんて、嗚呼気色悪い！鋭さ、主人公ヒカルが嫌々ながらバイト
に出かけ、いきなりとんでもない怪奇現象に出くわす。しかも、連れてきた山下は無
表情に仕事を続けると言うだけ。徐々に追い込まれるヒカル。たまったものではあり
ませんね。新しさ、先ずタイトルの「光バイト」とは何ぞや？から始まり、清掃のバイト
と言う一見普通の仕事のはずが、汚物が人の顔をして憎しみの言葉を吐き続けるな
んて。こういう形での「人の恨みの念」の表し方があったのか、と驚きました。ユーモ
アさ、もう状況がシュール過ぎて笑えてきます。結局、山下の正体もヤ○サに雇われ
た下っ端、半端もんの様だし。しかも結局、バイト？の様相。ヒカルは巻き込まれて、
馬鹿をみたような。それも含めて可笑しい。面白い。意外さ、これはもう、下水から出
てくる「叫びながら出てきた塊」。そもそも受けていたバイトじゃ無かった上に、あのま
ま続けていたらヒカルはどうなっていたか、という恐怖。山下の正体、とその明かさ
れ方です。

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員I 13 11 10 10 12 56 漢字が同じだが読み方の違うじ人が行くはずだったバイトに勘違いでいってしまうと
いう、なさそうな状況が実際にあったらおもしろいなというお話でした。金持ち喧嘩せ
ずのお話、それでも何かしら合って殺しちゃったからかたずけてもらう話かと思った
ら、一方的に恨みは向けられるわけで、それを物理的に洗い流し、それが詰まるか
ら掃除するという面白い設定だとおもいました。

319 光バイト にる 2月度グランプリ 一般審査員J 16 15 18 15 18 82 とても興味深い話で、昨今の情勢を踏まえた怖い話だった

合計 168 162 164 157 163 814
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員Ａ 20 20 20 20 16 96 非常に完成度が高い怪談。最初なんだか説明的な口調だなーと思っていたのだ
が、ミチルがAIだと分かって完全に納得。AIという最先端のテクノロジーと、道路の
女性幽霊という古典的な怪談を見事に調和させた鋭く新しい切り口がとても新鮮
だった。AIではあるものの、ミチルにも人格のようなものが付与されており、ミチルの
キャラクターが好きになった。タクシーとかでよくある、後ろに女の幽霊を乗せる話
は、普通に語ると使い古された陳腐なものになるのだが、ここまで新鮮に語ることが
できるとは！　古典的なもの（お守りなど）と最先端のもの（もちろんAI）の両者に対
するリスペクトも感じられ、深みのある怪談となっている。泣ける要素があってもう少
し話をひねられたら、満点をつけたと思う。

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員B 13 12 13 12 10 60 新しさというよりは近未来怪談でした。未来はナビが危険から救ってくれるんなら、安
心して運転できそうですがさらに先の未来は自動運転がマストになりそうなんで霊に
自動運転システムを乗っ取られたら終了ですね。

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員C 20 18 18 18 18 92 この作品も現代的な設定で、リアル感を持って読むことができました。ミチルのキャ
ラクターが良いですね。性別は違いますが、ナイトライダーを思い出しました。主人
公とミチルの疑似恋愛のような感じも、読んでいて心地よかったです。ミチルが醸し
出す柔らかさ、優しさとは反比例して、お話の展開は恐ろしいです。そのギャップが
私たちにより恐怖心を植え付けるのではないかと思います。わたしはバッドエンドは
苦手なので、このお話のエンディングは非常に好みでした。この主人公が元気に
なって、またミチルとのドライブを楽しんでほしい、そう思わせられる好感の持てる作
品でした。

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員D 15 14 18 18 17 82 昔ながらのカーナビ怪談の現代版として楽しませていただきました。AI搭載のカーナ
ビは今後普及していくと思うので、こういう会話を楽しみながら一人ドライブを楽しむ
未来が見えて面白かったです。ただ、カップルに間違われるというのはややこじつけ
のような気がしてしまいました。また、ダッシュボードに入れていたアイテムの説明が
唐突に始まってテンポが悪くなったのも勿体ないです。それまでの一分、一秒を争う
危機に瀕しているのに意外と余裕あるなと見えてしまいました。

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員E 10 10 15 15 15 65 未来系SFホラーとして、とても楽しく読めました。AIナビ「ミチル」と怪異が噛み合い、
センサー不一致→映像で否定→それでも匂いが残る、という畳みかけが上手いで
す。ドライブレコーダーや自動運転の暴走も現代的で新鮮。用語説明が会話に溶け
ていて読みやすく、ミチルの口調が切り替わる瞬間もゾッとしました。白シャツの女の
来歴や恨みの輪郭がもう一段だけあると、良かったなぁ…

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員F 18 18 19 19 19 93 カーナビに案内され、気付いたらお墓や心霊スポットに連れて行かれていた、という
怪談話はよくあるけれど、人間とまるで彼女や彼氏のように会話出来るナビというの
は怪談話としては新しいと思いました。昔、よく見ていた海外のテレビドラマでナイト
ライダーというのがありましたが、それを彷彿とさせるようでユーモア性も高いものが
ありますね。AIの技術が加速度的に発展、進歩していっている現実を目の当たりに
していると、実際にミチルやミチヒコのようなナビゲーションが現実化される日は近い
のかもしれない。ここまでフレンドリーな会話が出来てしまったら、ナビに感情移入し
て、まるで本当の彼女や彼氏のように思ってしまう人も現れるかもしれませんね。
カップルの車に追突され、障害を負い、それを苦に自死してしまった女性の霊がミチ
ルを乗っ取りケイタを殺そうとしたけれど、最後に塩とフランキンセンスのアロマオイ
ルで霊が徐霊されたというところはいかにもな怪談らしさがあって、意外ではあるけ
れど面白かったです。ケイタがミチルに助けられて良かった。

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員G 17 17 20 19 19 92 SFっぽさもあって斬新なお話だと思った記憶があります。お話の展開もしっかりして
いて、前半の硬い話し方が良い布石になっているんですよね。読者はなんとなくミチ
ルちゃんを好きになってしまう、そんな魅力的なキャラクターです。相棒がメカという
ものにはロマンを感じてしまうのが人間の性なのでしょうか、少なくとも私はそうで
す。お話の面白さは本当に高いです。ただ、私個人としては怖さがもう少し欲しかっ
たというところでした。お話として、ミチルちゃんと語り手の新しい物語を読んでみた
いなと思いました。

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員H 17 16 16 15 14 78 なかなかの緊張感を味わいながら読みました。怖さ、一命を取り留めたのは「ミチ
ル」のおかげとは？と思ったらAIナビ！今の時代ならではですね。しかし正に文字通
り彼女の忠告とアシストで主人公は辛くも助かるわけですが、命を狙ってくる女の迫
り来る感じが怖かったです。特にナビのモニターに映る所。主人公を追い詰めるやり
口が良いですね。鋭さ、前半はミチルとの会話劇、中盤から女登場。そこから始まる
恐怖。緊迫した様相が出ていました。新しさ、ここはAIナビであるミチルの存在でしょ
うか。最後の叫びは、もしやAIにも自我があるのでは？と思わせられる場面でした。
ユーモアさ、それが役割ではあるものの色々と主人公に苦言を呈するミチル。本当
のカップルの様でちょっと微笑ましさすら感じます。あと女の復讐のやり口が誰彼構
わずと言った感じで滑稽ですらあります。意外さ、ギリギリで除霊？できたのがお塩
とアロマオイル。いやいや、効くんか～い！と思っちゃいました。まぁ、これも封じ込
められていたミチルが何とか戻ってきて教えてくれたおかげですが。この手の怨念が
深い霊ってしつこくて、簡単な除霊じゃ払えないと勝手に思い込んでました。

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員I 13 12 11 13 11 60 未来ですよね。ナビゲーションと会話しながら道案内してもらえたり。カップルは死ん
でいて彼は一人だったから死ななかった。最初は彼女か女友達と会話しながら運転
を楽しんでいるのかと思いきや。でもミチルのおかげで命は救われて。。。カップルで
なかったらナビに助けられていたのかなって思った

394 終了します カエル文二 5月度グランプリ 一般審査員J 17 17 16 18 17 85 AIナビゲーションを擬似的な彼女とみなされてしまい、ナビゲーションを乗っ取る霊と
いうのが、面白い話だった。霊も時代とともに最新機器に適応していることを想像さ
せる興味深い話でもあり、とても怖い話だと思った。
霊現象では、電磁波がおかしくなっているという話から何かしらのエネルギーによ
り、そのような機器に異常をもたらしているのかもしれないと思った。

合計 160 154 166 167 156 803
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員Ａ 17 17 18 16 18 86 なんというか、普通に面白い。特に意外性や新しさがあると思った。しかし、発想は
新しいものだとして、ストーリーまでそれに引きずられる必要はなかったのではない
か。古典的なストーリーに新しい発想が加われば、かなりの名作になると思うのだ
が、この作品にそこまでのよさは感じなかった。切り口がとても鋭くていいので、もっ
と―うーん、なんていうかな、もっと広げられた気がするのである。なんていうかな、
もっと広げたら、短編映画を見た後のような満足感が出たんじゃないかと思ってて、
それには結構使い古されてはいるけどしっかりしたストーリーが必要だったんじゃな
いかなと。惜しいな。多分もっと面白くて怖くて感動的な話とかにできたと思う。

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員B 12 11 14 10 12 59 とりあえずAの母親がヌルの名前でいのちもらうってチャットしてたんなら、死と引き
換えに呪ったんだろうと思いました。そして、ゲームをした4人だけを限定する事で呪
力を増幅させたんだろうという考察でした。

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員C 20 20 20 18 20 98 素晴らしいです。現代的な要素をふんだんに盛り込んだ、新しいタイプの作品だと思
いました。文章の書き方も個人的に好きです。優しい感じで、難しい言葉を使わずス
ラスラと読めるのが良い。読み手を選ばず、お子さんも読みやすいのではないでしょ
うか。この話も完成度が高くまるで見てきたかのような表現なので、実は作者が体験
したことがベースになっているのではないかと思わされてしまうくらいです。男の子の
無謀さ、浅慮などもうまく表現されていて、リアリティに溢れる内容でした。この作品
には必要ないと思いますが、ユーモアについてはあまり感じられなかったので、この
項目だけ満点ではありませんが、そのほかは素晴らしいです。

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員D 14 12 18 18 16 78 罪悪感から亡くなった人を呼び出して詫びたい、というシチュエーションはよくある流
れではあるものの現代らしいやり方で展開していく発想は面白かったです。書き方
の癖なのか敢えてなのか、作文のような文体でキレが減っているのが勿体ないと感
じました。小6の少年が突然、名探偵のように真実を見抜くのは「特徴のない」少年
ではないしあまりにも短期間で都合よく展開していくのは少々気持ちが冷めてしまい
ました。

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員E 10 15 20 15 15 75 奇妙な都市伝説として、怪異が連鎖していく運びとオチが見事でした。序盤は「実体
のない何か」だった恐怖が、途中から生きた人の念へ質感を変え、ゲーム内→現実
へとじわじわ侵食してくるのが怖かった。罪悪感の描写がリアルだから呪いが生ま
れてしまったのか。チャットの短文が刃みたいに効いて、最後の一文で冷えました。

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員F 18 17 19 17 18 89 ゲームの世界の中で死者の魂をリアルに生き返らせる、という発想は現代的で面白
い。実際、AIで死者を生き返らせるという事はもう現実化していたりするけれど、愛
する家族を亡くした残された肉親や親しくしていた友人なら例えゲームや仮想空間
の中でも魂をデータとして甦らせてくれる存在があるのなら頼りたいと思うのかもし
れない。Bがネットで見つけた都市伝説「ぬる様」。亡くなったAを生き返らせようと実
際にやってみると、確かに謎のキャラクターが表れるが、放たれた言葉は「おまえら
のいのちをもらう」。八神は慌てて画面を閉じるも、その後、友人が一人、また一人と
亡くなっていく。次は自分か―と思うと怖いですね。ぬる様は魂を呼び戻すどころ
か、呼び出した者達の命を奪う存在だった。そうとは知らず、藁にも縋る思いでAを
生き返らせようとぬる様を呼び出したAのお母さんもまた命を奪われたのかと思うと
悲しいですね。

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員G 20 19 19 19 18 95 このお話を初めて読んだ後にしばらく心に残っていました。なんだかとても印象的な
お話だと感じています。私も頻繁にゲームをするのですが、対戦相手に似たような
名前がいると「お！？」と思ってしまうこともありました。日常に溶け込んでくる怪談と
いうのはやはりいいですよね。それだけで日々が刺激的になるというか、もちろん怖
いのですが、その存在がより現実としてそばにいるというのがちょっとわくわくしてし
まうというか。そういう意味ではもう本当に都市伝説みたいなものになっているのか
も知れませんね。

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員H 18 18 18 17 17 88 特に更に加えるべきことはありません。都市伝説から来る怪奇。一見荒唐無稽なお
話なんですが、上手く怪異譚として成立させています。怖さ、小学生同士の他愛も無
い会話から始まり、不意に訪れた不幸。贖罪の気持ちからネット上に現れるという謎
の存在を呼び出してしまい。その後の悲劇へ。「ぬる」の存在が不気味で終始冷や
汗かきつつ読んでました。鋭さ、友達同士の会話劇と起こる事象の恐ろしさの表現
が乖離すること無く、主人公目線の文章ですが余分な感情は入れすぎず、かといっ
て冷徹にもならず。ただ起きている事は容赦なく抉る。良いですね～。新しさ、ネット
というまさに現代の象徴である媒体を用いながらも、そこで巻き起こる事、出現した
「ぬる」という存在、正体不明かつ理不尽に遭遇した者の命を取る理不尽さ。古典物
語に出てきそうな所が、ネットとの対比で面白かったですし、こういう表現方法がある
んだなと感じました。ユーモアさ、語弊があるかも知れませんが仲良し5人組のなん
て事ないやり取りが引き起こしてしまった悲劇です。ほんの少しのボタンの掛け違い
がこんな辛い事になるなんて。人はただ各々日々一生懸命生きてるだけなのに。そ
れから、やはり「ぬる」の描写ですね。気持ち悪いわ、理不尽だわ、いやいや何何コ
イツ？笑えてくるわ！でした。意外さ、仲間の死の原因は確実にソレだろうと思われ
るのに、死ぬ場面の描写は無い為にあくまでも想像の域を出ない点です。読み手に
判断を委ねると言うか。更に未文。パンチ効いてました。

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員I 11 12 10 10 11 54 Aのお母さんがぬる様になりすましてチャットをしているのかと思いきや、お母さんは
早い段階で亡くなっていたとは。。。ぬる様が実在するのなら本当にこわことだなと
思いました。本当は仲良しでよくある競争だったのに第三者から見たら違って見えて
逆恨みで命を落とした友達。ぬる様怖い

354 令和都市伝説「ぬる様」 半分王 3月度グランプリ 一般審査員J 13 15 18 14 15 75 ネットゲーム上のこっくりさんのような、最新の社会状況に合わせたもので、良かっ
たと思う。不幸な事故と不幸な誤解からの不幸な連鎖が非常に後味の悪いところ
だったと思う。

合計 153 156 174 154 160 797
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員Ａ 19 17 18 14 17 85 あまり読後感がよくないが、それが怖さにつながっているところもあるので、これでい
いのかもしれない。誰か信頼できる人を頼るのは本当に大事だということは、十分に
伝わった。君の感じた恐怖は無駄ではない。結構怖い話だったので、教わった教訓
はおそらく忘れないだろう。夜に読んで、トイレに行くのが怖くなるぐらいには怖かっ
た。これはホントにすごいことで、なかなかできることではない。ハイレベルな怪談に
しかできないことである。ただ、あまりにも絶望的な結末に、実は納得がいってない
部分もあって、誰か助けてやれよと思ってしまった。まあ、そう思わせるだけの恐怖
を見事に書いている。病院で本物に出会うところからはマジで鳥肌が立つ。

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員B 13 12 13 10 12 60 最後が悲しい終わり方をする話はいろいろありますが悔しさが残る怪談は初めてで
した。友達を救えたと思いきや救えず、あげく自分も死にゆく事になるなんて、さか恨
みの呪いは、えげつないと思いました。話もしっかりしていて楽しみながら最後まで
読めました。

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員C 18 18 16 15 16 83 人怖と霊怖の融合が見事でした。初めは霊体となって現れる女性が、柴田くんのお
母さんだと思わせられる演出も素晴らしいです。不倫相手の子供を欲し、不妊治療
まで行っているところに、執念を感じて恐ろしかったです。これも良い設定でした。主
人公が柴田くんを心配し、彼のためにできることを模索するストーリーは非常に共感
でき、この作品に好感を持てる要因でもあります。最終的にこの執念の渦に主人公
が巻き込まれてしまったのはわたしにとっては残念ですが、怪談としては深みを増し
ていると思います。

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員D 18 19 17 18 19 91 生きている人間の執念の強さ、醜さがグロテスクに描かていてとても気分が悪くなる
話でした。親友を自分の手で救いたい、という純粋な気持ち故にこの結末にたどり着
いてしまったようで切ない気持ちにもなりました。本当は死んだ人間より、生きている
人間の方が強いというのを見せて欲しかったですが今回は理想の結末になれな
かったというのも、逆の意味で意外でした。

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員E 15 15 10 15 10 65 生き霊の不気味さももちろん印象的ですが、それ以上に刺さったのは「善意が手遅
れを加速させてしまう」残酷さでした。友を救いたい一心で動くほど、状況の深刻さや
大人の領域に踏み込んでいく怖さが増していき、結果として共倒れに着地する流れ
が容赦ありません。もし誰かに早く頼れていたら、どこで止められたのか――読み終
えてからも考え続けさせられる、生々しい痛みの残る怪談でした。この救いの無さ…
キツい…

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員F 19 18 18 17 18 90 親の問題が子供の人生を狂わせ、悲劇を生む、そんな悲しいお話でしたね。似たよ
うな家庭環境で問題を抱えた後藤と柴田が出会い、仲良くなっていく。ところが、柴
田が学校を休みがちになり、メールをしても何も語ってくれない。クラスメイトの女子
から柴田の家の住所を訊いて家に向かった後藤は次々と怪異と恐怖に巻き込まれ
ていく。柴田の母親だと思っていた女が父親の不倫相手だったというのは意外でし
た。母親でもなく、しかも生き霊だったとは―。友達想いで柴田の為に、と一人で頑
張ってきた後藤が結果として生き霊から死霊に変わってしまった女に自分も呪いを
かけられ、死へと誘われていくのはやるせないですね。確かに一人でやれる事には
限界はある。身近に頼れる人がいるなら頼ることも大事なことかもしれませんね。

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員G 18 18 17 14 17 84 人としての無力さと、子供ならではの無力さがあるお話でしたね。改めて読んでみる
と、語り手の母もなかなかにドライというか、もう少し子供のことを心配してもよさそう
なのになと思います。このお話に出てくる親という存在は全員身勝手なんですよね。
そこも結構嫌なポイントだなと思います。子供にとって助けが来ない、助けることがで
きないというのはとても大きな絶望を抱くということが想像されてしまうだけに、残酷
なお話だなと感じます。怖さもちゃんとありますが、それ以上に何か心に重たいもの
が乗っかるような、苦しいものを感じさせるお話でした。

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員H 18 19 17 15 17 86 時間をおいて読み返してみると、怖さや鋭さの感じ方が大きく変わりました。点数が
結構変わっています。とにかく救いのなさすぎる話し。ずしっと胃の辺りが重くなりま
す。怖さ、友人である柴田の不調の原因が明かされる時と、結局自死まで追い込ま
れた事、そして主人公までもまさに追い込まれようとしている、相手の女の執念で
す。極めて身勝手な理由で。彼等は関係ないのに。この怖さが、再読した時、より強
く感じられました。鋭さ、憔悴していく柴田と、何とか救おうともがき、焦る主人公の心
理描写、情景描写が俯敗でどこか冷徹ですらある表現で表されている点です。新し
さ、柴田の母親が精神を病んだ為にあのような奇行の数々に及んだのかと思いき
や、まさかの、不倫相手の生霊が母親の姿に擬態していた、という嫉妬、怨みからく
るものとは言え狡猾で嫌な女だなと感じます。ユーモアさ、この点は内容が内容だけ
に、、です。強いて言うなら、「人というやつは全くどこまでも業の深い生きものだ」と
いう点での可笑しみと哀しみがユーモアに通じるものはある、と言ったところでしょう
か。意外さ、重複しますが、柴田を最終的に追い詰めた原因が母親の狂乱、などで
はなく、父親の不倫相手の生霊の影響によるものだった点、途中から死霊に変わっ
た事で「縁切りの人形」が効力を失い、とうとう柴田を死に追いやった点、一人の人
間がここまで出来るとは。せめて、主人公だけは、女の囁きに抗って欲しいのです
が。怨みの矛先を彼にまで向けるのは、お門違いも甚だしいでしょう。とことん胸の
悪くなる話です。

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員I 13 12 12 10 11 58 なにこの話。めちゃくちゃ面白かった。話に引き込まれた。不倫相手の子が欲しいと
不妊治療をする異常さ。そりゃあんな逆恨みする霊になりそうですよね。１番の被害
者の柴田。手を差し伸べてくれた友達がいたものの、恨みの力には勝てなくて。もう
本当に親のせい。語り手のお母さんは彼を見捨てないで助けてほしいな

542 誰かのためにできること 半分王 11月度グランプリ 一般審査員J 18 16 17 18 15 84 逆恨みも甚だしいくらい気分の悪い人怖のだった。読み手に想像がしやすくわかり
やすい文章になっていたことがとても、よく、特に友人の家での話が良いと思った。

合計 169 164 155 146 152 786
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員Ａ 20 20 19 19 17 95 まず、通りゃんせ自体が怖いから。この曲使うのはほとんど反則だって。それに加え
て、やばい女を表現するときの「一目で良くないモノだとわかる」っていう表現！　怖
いって。幻想的な雰囲気にもマッチしてるし・・・・・・なんというか雰囲気が怖かった。
最近秋雨の日が多いのも余計怖いんだって。もうやめてよー。最後ちょっといい話っ
ぽくなってるのも好感度高い。あーっもう！　この恐怖を上手く表現できない自分が
もどかしいっ！　まじで、ホントに、今までの中で一番怖かった。鳥肌が止まらない。

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員B 14 12 14 10 12 62 坂本さんの正体はイジメが原因で踏切で自殺した子供の父親で通りゃんせとともに
死にたい人を引っ張ってしまう悪霊になってしまった子供にこれ以上、人を殺してほ
しくなくてそれを救っている人間ですね。勝手な考察ですが面白い話しでした。

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員C 17 16 16 15 17 81 突出した評価項目があるわけではないですが、全体的なバランスがとても良い作品
です。題名の美しさがいいですね。不思議な出来事や恐怖に雨をうまく演出として
使っているのが、非常に素晴らしいと思いました。わたしも、雨が続くと違う世界への
道が開くような気がします。一つだけ気になるのは、秋霖のなか現れる女性。はっき
りとした正体が明記されていませんが、読み手がそれぞれ想像をする上でヒントにな
る描写がもう少しあると嬉しかったです。坂本さんがキーマンになっているのは、話
全体がまとまりわかりやすくて良かったです。

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員D 17 15 17 18 16 83 怖さはあまり感じませんでしたが、設定や展開が独特で良かったです。全体的にふ
わふわとした世界観で進んでいくのも、最後まで読んで納得。人の脆さ、優しさなど
が描かれていて事細かな説明がなくても読み手の想像力で十分補えるので読みや
すさも個人的に良かったです。

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員E 15 15 15 20 15 80 気付けば異世界に踏み込んでしまうスピーディな展開に一気に引き込まれました。
主人公を制止するジジイ、事情を知っていそうな警官、登場人物の「質感」がとても
良く、会話の端々が不穏さを底上げされていると感じました。怪異が救いと残酷さの
両方を帯びている構成のうまさ。踏切や信号機のメロディなど、読み物なのに「音」
が耳に残る演出も秀逸でした。

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員F 17 17 18 16 17 85 三途の川、という言葉があるように、この世とあの世の境界線には川があるという話
はよく聞くし、川を渡ろうとすると声がして、怒られたり呼びかけられて現実世界に引
き戻された、という臨死体験の話もよく聞く。他にも幽霊列車というものがあって、そ
れを見た人が列車に乗ってしまうとあの世に行ってしまう、という話もまれに聞くの
で、踏切が境界線、というのは案外頷ける。事実、踏切での死亡事故も多くあるし、
ある意味、この世とあの世の境界線というのは本当かもしれない。通りゃんせを唄う
魔物が現実世界の辛さから死を意識し、迷っている人々を異世界へと引き込む、と
いうのは興味深いけれど恐ろしい。少しでも生きる事への執着がなければ二度とこ
の世に戻って来られない、と思うと本当に怖い。主さんも、坂本さんがいなければ、
この世の人ではなくなっていたかもしれない。横断歩道の通りゃんせのメロディーや
踏切の警報音を聞くとこの話を思い出してドキッとしてしまいそうです。

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員G 14 13 17 17 16 77 異世界ミステリーみたいなお話ですね。結末が切ない、読後にも寂しさの残る感じが
印象的でした。怖いというよりは私は切なくて悲しいなと感じたので点数がそこまで
伸びなかったのですが、文章としてはとてもよく書けているなと思っています。個人
的にはこのお話の解明編が欲しいと思っています。もっとこの現象について何かあ
る、という雰囲気を感じるので真相が知りたいですね。考察もいいのですが、このお
話については解明編が読んでみたいなと感じました。または設定資料など、舞台裏
のようなものが見てみたいです。

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員H 18 17 15 13 15 78 怖さ、もう冒頭の「とおりゃんせ」が鳴る信号が出てくるところから既に嫌〜な予感し
かせず怖いです。異世界に迷い込む、踏み切りに誘われる、助けてくれた警察官、
謎の老人、不気味な女、警察官は本当に生きた人間なのか？味方なのか？はたま
たあの老人は？など、怖さ盛り沢山でした。鋭さ、主人公の心理描写と情景を描く様
のバランスがとても良いです。怪異を描く切り口に鋭さを感じます。新しさ、主人公が
異世界に入り込んでしまった理由、でしょうか。終盤の種明かしもタイミングが良い
ので、何だそれ？とならずに良いですね。また、警察官が実は、、というよくある展開
にしなかった点にも新しいですね。ユーモアさ、ちょっと、女のキャラクターが笑この
ストーリー展開の中で「いかにも」な登場の仕方で笑っちゃいました。いい意味でベタ
です。意外さ、中盤あたりから、これは嫌怖な展開かな〜と思っていたのですが、ま
あ、彼女は死んでしまっているので、ハッピーエンドとは言えませんが、主人公まで
持って行かれなくてホッとしました。

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員I 14 13 11 10 14 62 読みやすかったし面白かった。異世界への行き方や帰り方なんかも自然で異世界
に行くトリガーがそれなら、私が迷い込めない異世界だな。小学生が行方不明に
なったってとこはぞっとした。小学生で死にたいと思ってたってことでしょ。一番ゾッと
したところでした

509 秋霖 アリアの流星群 10月度グランプリ 一般審査員J 16 17 18 12 15 78 彼の岸と常世の境目で、三途の川のような位置づけを踏切だったような面白い話
だった
神隠しのようなものもそのようになっているのかなと思わせる非常に興味深く面白い
ストーリーだった

合計 162 155 160 150 154 781
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員Ａ 18 18 17 16 15 84 こちらも怖い。あの世とこの世。二つの境界の恐ろしさが、非常にしっかりと語られて
おり、なかなかの怖さがある。特に指摘するような欠点などはない。ちょっと言語化
するのが難しいのだが、もっと切実な感じの話にすると怖さ20までいったような気が
する。切実ってなんやねん！　というツッコミが入りそうなのであるが、私にもわから
ない。

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員B 14 11 12 11 12 60 弟が何も覚えていないのは、本当は嘘なのが怖いですね。わかってていじめっ子を
連れて行かせてるあたりも、相当闇深いはなしでこれから社会に出て弟の周りの人
が行方不明になりそうな気がしました。

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員C 18 16 18 20 17 89 はじめくんがあの世のものを持ってきたことが、全ての事の始まりだったのですね。
ともくんがいじめっ子を別の世界の友達に与えてしまったのはわかるような気がしま
すが、その時の彼の歓喜に満ちた様子が恐ろしかったです。ともくんは最初からそ
んな性格だったのでしょうか。それとも、他の世界から来た友達の影響で、そうなっ
てしまったのでしょうか。後者だとしたら、ともくんの「ともだち」は危険な存在という
事。そんな中で、はじめくんの優しさには救われました。ともくんとはじめくんの対比
が、この話にメリハリを与え魅力的にしているのかも知れません。

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員D 18 17 17 19 18 89 夢にまつわる話は個人的に好きなのでそこでそう繋がるのか、とわくわくしながら楽
しませていただけました。子どもだからこそ起きた怪異であり、残酷さもあり怖かった
です。この「おともだち」になった子どもたちは、ここで登場した誰もがなり得る存在と
思うと余計ぞっとしました。姉=読者目線で描かれているからこその没入感があり、と
ても面白かったです。

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員E 18 18 15 15 10 76 かわいい弟が少しずつ「別のモノ」に寄っていくのに、読み手（＝語り手）まで一緒に
「違和感を感じなくなっていく」流れが本当に怖いです。友達たちは波みたいに形を
変えながら寄せては返し、気付けば日常の手触りそのものを侵食している。終盤の
「窓の外の熱気」と、弟の「笑い」が胸の奥がゾワゾワして、うまく言葉にできないタイ
プの恐怖でした。映画のような構成で最後までドキドキしました。

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員F 18 17 18 17 17 87 虐めを受け続けた辛さは虐められた経験がある者にしかわからないだろう。勿論、
その内容や程度によって差はあるだろうけれど、その辛さが大きい程、虐めてくる相
手に対する怒りや恨みの念はつよくなるに違いない。子供だから直接殺すという発
想にはならないかもしれないけれど、いなくなって欲しいと願うのは頷ける。とも君は
転校生のはじめ君から不思議な石を手に入れ、おばあちゃんとの話を聞いて、自分
もあっちの世界と繋がることに成功する。そして、あっちの世界から友達を連れてき
て、最終的には自分を虐め続けてきたか◯ぬま君をあっちの世界に連れて行って、
とその友達たちにお願いする事で仕返しし、長年の恨みを晴らす事に成功する。
あっちの世界の石や友達と呼んでいた存在たちはとも君に味方してくれたけれど、
それが本当に常に自分の味方でありお守りなのかはわからないだけに恐ろしい。最
後にもう一捻り、何かエピソードがあると更に良かったかな、と思いました。

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員G 17 17 17 20 16 87 何度読んでも切ないお話ですね。子供の純粋さと残酷さがとてもよく表現されている
と感じます。もちろんいじめた側に一番の問題がありますが、行方不明になった子の
親がどんな思いでいるのかと考えてしまいます。このお話の怖さの核はなんなのか
と考えたときに、石の要素も大きいですが、一番はやはり弟の純粋な悪意なのかな
と私は思いました。嫌いな人消してしまおうという、乱暴だけど一番の防衛を石の力
を使って叶えたのかなと思い、またその行為に何も後ろめたさを感じていないような
そぶりもゾクリとしました。オカルトの怖さと、子供故の残酷な怖さを感じられるお話
でした。

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員H 14 15 13 14 15 71 話が二転三転。どうなるの？どうなるの？と思いつつ読みました。怖さ、弟君の変化
と連れてくる「おともだち」完全にこの世のものでは無いにも関わらず気づいていな
い弟。一方のお姉さんもそれを指摘できず。でも最後に明かされる真相。鋭さ、特に
強く感じたのが自分を虐めていたクラスメイトが連れ去られる時に浮べる笑みの部
分です。凄まじい憎しみと復讐心。新しさ、終盤に出てくる石の存在です。呪物という
より念が込められたものなのかな？「あいつら」の正体も明確には分からない。ただ
却ってそれが不気味さと怖さを増してます。ユーモアさ、何せ要約すると虐められっ
子が相手に復讐する手段として「よくないもの」をそれと分かってて利用した、という
事ですからね。この弟君も十分空恐ろしいですが、上手いこと仕返ししたな！と笑っ
ちゃいました。意外さ、弟が事が済んでから一切合切「知らない」で通し、大人になっ
てからも果たして「本当に」記憶から消し去ったのか謎にしたままである点。はじめく
んの再登場で明かされる当時何があったのかの真相です。

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員I 12 11 10 10 10 53 かわいらしかった弟さんの異変。親がそんな無関心なことあるかな？仕事が忙しか
ろうが、そんなに様子がおかしいならもっと気にするだろうにと思いました。親の関心
のなさから話が始まってるのかなと怖くなりました。小学生の時にどんなことがあろう
ともその後、友達もできて楽しい人生が送ることができてよかったなと思いました

379 おとうとのともだち かめ 4月度グランプリ 一般審査員J 17 17 18 15 16 83 興味深いが代償が大きい話で、因果応報がわかりやすい話だったと思う

合計 779
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員Ａ 18 17 16 15 17 83 映画みたいだった。ただ、こういう邪神？　みたいなのに踊らされてる集落みたいな
話はよくあるので、それほど珍しくはない。あと、山代かっこよすぎだろ。「俺」の勇気
にも拍手を送りたい。もはや二人の親友のバディものと言ってもいいかもしれない。
カエッコサマを崇拝してる奴から生贄になればいいのにね、まあ、そう上手くはいか
ないのか。なんにせよ気持ちのいい終わり方でよかったです。山代の努力が報われ
てよかった。山代かっこよすぎ。

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員B 14 13 10 11 12 60 土着信仰のよくある生贄ものでしたがわかりやすいストーリーが良かったです。無理
矢理な感じの所もありましたがなんとなくですがハッピーエンドで終われて面白かっ
たです。

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員C 19 19 18 16 18 90 この作品は大好きです。エンディングがとても素晴らしい。山代の存在が、この作品
に清涼感を与えています。怪談に清涼感？、と言われてしまうかも知れませんが、
その清涼感があるから恐怖が引き立ちます。設定が細やかで複雑なのに、登場人
物の書き分けや状況説明などがとてもわかりやすくて、読み手にストレスを与えない
のが作者の技術の高さだと思いました。また、真希恵とヒデが主人公に迫ってくる際
のセリフの気持ち悪さ（ひらがなで、語尾に工夫あり）などを見ても、文章を作るセン
スがあると思います。全体的なバランスが良い。素晴らしい作品だと思いました。

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員D 16 15 17 17 16 81 限界集落にまつわる怪しい風習の話は個人的に興味深いし読んでいて面白いで
す。今回の内容は以前、先立つ話があるもののこの作品だけ取り出して読んでも理
解でき、楽しめる構成になっていたので良かったです。ただ、登場人物が多く、少し
散らばってるような印象があるので怖さが薄まってしまっている気がしました。

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員E 15 20 10 15 15 75 読み応えのある密度で、こちらの体力まで削られるような重さがありました。「限界集
落」という語が出た瞬間から、外界と遮断された土地のルールが支配しはじめ、土着
の信仰と代償のニオイが濃く感じました。怪異よりも、そこに生きる人々が背負わさ
れる理不尽が怖い。終盤の解放は救いでありつつも、20年後の再訪が偶然か必然
か曖昧なまま残り、読後にじわじわ不安が戻ってくる余韻がすばらしいですね。

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員F 19 17 17 17 18 88 限界集落に伝わる土着信仰。非常に興味深い題材ではあるけれど、その信仰が怪
しいもので、祟り神とか生贄を必要とするものだったら怖い。大学で出会った限界集
落出身の山代。何れは集落に戻り、そこを治める立場だと語っていた彼が、その集
落で起こった土砂崩れで政府関係者が巻き込まれ亡くなった事故の後姿を消した。
彼の消息を確かめる為に集落に向かう主さん。ストーリー性にどんどん引き込まれ
ていきますね。山代の、この忌まわしい信仰を終わらせ、犠牲になっていった家族の
魂を解放したい、という思いと、そうはさせまいとするカエッコ様の意思との対決に翻
弄されながらも山代やその家族の霊に助けられ、終にはカエッコ様を壊し、山代の
思いを成就させる事に成功する主さん。彼に託されたのは山代の先祖が始めた忌
まわしい信仰により犠牲になった人々の魂を救い、自分がそんな信仰を終らせる、
という意味でのあとしまつだったのでしょうね。

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員G 16 15 13 14 13 71 どことなく青春の切なさも感じられるお話ですね。友人のためを思って動くことができ
た語り手の気持ちがよく表現されています。村の因習と外部の人間という構図はそ
れだけでわくわくしてしまいます。改めて読み返してみると、ホラーゲームのシナリオ
のような感じがしました。ヒントとなるアイテムを集めて最終的に友人の魂を開放す
るような。評価と感じ方については最初とあまり変わることはないのですが、ゲーム
のような雰囲気があると考えると多少のご都合主義はあってもいいのかなと思いま
した。

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員H 19 19 18 17 19 92 「カエッコサマ」の続編だと気付かずに読んだので、改めて連作として読み返しての
評価となります。やはり、魅せ方が上手いですね。読み応えがあります。怖さ、限界
集落の土着仰、主人公が友人である山代を探しに訪れるくだりや、奇妙な話し方を
する親戚の男女、そして「カエッコサマ」に生贄を現に捧げているという現実。土着信
仰や生贄を題材にすると、上手く纏めきれずに終わる作品も多いと思いますが、気
を衒わず、しかし怖さはしっかりと表現されています。鋭さ、主人公に迫る危機と、彼
を守ろうとする存在。本当の敵は誰で、そして味方は誰なのか？ひりつくような緊張
感。鋭さ十分。新しさ、まず最終的に土着仰の呪縛から山代の故郷を解き放った事
です。カエッコサマが神様の類なのかはわかりませんが、「実は消滅してなくて災厄
が再び」というオチに持ってくるパターン多いんですが、なかなもう一点、主人公が何
かしらの祟りに合うというバッドエンドに持ち込まなかった所です。ユーモア、集落や
山代の親戚達の業の深さです。自分達の集落を守るためなんて言ってますが、身内
を生贄にしてまで守りたい？じゃなくて欲深いだけでしょう？山代やその両親、祖母
と対極的ですね。滑稽です。意外さ、友人である山代の台詞。「俺のこの姿を見た
ら、きっとお前は正気でいられなくなる。」てっきりカエッコサマとやらに化け物にでも
されたのか？と思いきや、、そういう事だったんですね。ちょっと切ない。この部分も
前作「カエッコサマ」を踏まえて読み返せば、彼の運命の数奇さ、苛酷さに胸が詰ま
る思いです。また、主人公がカエッコサマのお堂を壊す時、土着信仰の象徴である
はずのカエッコサマ自体は出てもこないし、反撃するわけでもない所です。「本当に」
存在してたんですかね？禍々しい空気を感じる、とありましたが、カエッコサマそのも
のはとうに廃れていて、集落の人間の業の塊が溜まっていたんじゃないか？と勘
繰ってしまいました。

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員I 14 12 11 10 11 58 このお話はとても読みやすくて好きです。結末としては良かったのか悪かったのか
判断に迷うお話ですが、山代のところまでたどり着く過程はすごくわくわくして読んで
いました。友達の命は守れなかったけど、意思は叶えることができたので良かった
のかな

473 あとしまつ 半分王 8月度グランプリ 一般審査員J 15 15 12 13 15 70 人さと離れた集落の因習となっており、生贄の文化を引き継ぐ血筋というのが興味
深かった

合計 165 162 142 145 154 768
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員Ａ 18 19 19 20 18 94 素晴らしいと思った。短編ホラー映画を見た後のような満足感。語り口にユーモアが
あり、時々クスリと笑える。サキさんの秘密については意外性があり、面白い。個人
的には、短い時間ではあったが、サキさんにハマってしまい、サキさん推しになっ
た。カナちゃんのキャラもよくできている。それだけキャラクター作りがしっかりしてい
る。サキさん推しなだけに、ラストは悲しかったし、それが怖さにもつながった。また、
今まであまり読んだことのないタイプの怪談だったので、鋭い切り口や新しい視点も
評価できる。怪談の中で語られる設定も面白く、書き手の知性の高さが伺える。とに
かく、素晴らしかった。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員B 12 10 10 9 11 52 外の人を生贄にして繁栄してきた一族の子供が女の子2人なのは繁栄が終わる意
味があったのかもしれませんね。それから、妹に取り憑いているものから守るためと
教えているのに親からの説明が無いのはちょっと違和感がありました。長編ですが
話し的には、あと10倍の尺がないとちゃんと話が伝わらない感じでした。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員C 18 18 18 18 18 90 面白かったです。内空、外空、というのは、おそらく伊勢神宮の内宮、外宮、をベース
にしているのでしょうね。また荒御魂の話も面白いです。神は穏やかな面と荒々しい
面を持っていますが、カナちゃんは神の荒々しい面を受けもってしまったんですね。
作者の方は神道の知識を持っていて、それをうまく作品に活かしていらっしゃる。と
ても興味深く読めました。土を食べる、という浄化方法が、パンチが効いていて、作
品に惹きつけられます。最後にカナちゃんが蛻の殻になってしまったことも、作品の
テーマが一貫していて、収まるところに収まった感じでスッキリしました。語り手が
YouTuberなのも、現代的でリアリティがあり良かったです。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員D 17 18 17 18 18 88 後味が悪い話ではあるものの、サキさんが幸せになる術はなかったのかと切ない気
持ちにもなりました。妹に疎ましく思われているのは本人も感じているだろうけれど、
義務感と姉としての愛情で今の状況を受け入れている献身的な姿をこの「きなこ」さ
ん視点でもう少し掘り下げた表現があると良かった気がします。途中までの盛り上が
り方、勢いが最後の最後で萎んでしまい少し物足りなく感じてしまいました。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員E 15 18 10 15 15 73 情景がくっきり目に浮かぶ一方で、「助かる条件」があまりにシビアで、読み進める
ほど胃の奥が気持ち悪くなるタイプの怪談でした。土→骨へと口に入れるモノがエス
カレートし、身体の内部に踏み込んでくる嫌悪感が凄い…しかも、逃げるための手段
が「骨を噛み砕いて隠れろ」…読み物なのに体感へ繋がって吐き気がきました。幕
引きの雑さが、後味をさらに悪くしていて良い怪談になっていると感じました。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員F 18 17 17 18 18 88 家の庭などに御社や祠があり、家神様を祀り、信仰している家庭も少なからずある
のでしょうね。このお話の家神は不浄を嫌う蛻という神様らしいけれど、内空は繁栄
をもたらす神で、外空は空虚の神で贄を求める荒神という。二面性を持つ神様という
のは意外と新しいかもしれない。サキが蛻の巫女として生まれてきたなら、カナは必
然的に外空の贄になる為に生まれてきたのだろうか？だとしたら、カナが憐れに思
えてしまう。カナは自覚がないままに操られ、人を誘い内空に捧げる。全く関係ない
他人を犠牲にする為に取り憑かれ、操られてしまうのは怖いし、最後に命が助かっ
たとて、まるで蛻の殻みたくなってしまう人生はやるせないですね。きなこさんは無事
に生還出来て良かったですね。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員G 16 13 13 17 15 74 土を食すことにもちゃんと意味を持たせつつ、この異常な儀式に全く歯が立たずに
終わるという無力感がいいですね。所詮人間なんてそんなものというのが感じられる
お話は好きです。真相がわからない事の怖さを不明瞭になりすぎない程度に表現さ
れていることが良かったと思います。真相の明かし方は様々ですが、あえて隠すに
してもやり方が大雑把だと乱暴なお話に感じてしまうので。その点、こちらのお話は
その辺りのバランスが良かったと思います。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員H 13 15 17 12 14 71 再評価。すいません、少しずつ点数下げてます。最初に読んだ時に少し点数高めに
つけてしまったなと思ったので。総評は基本変わりません。冒頭の入りが軽快な感じ
だったので、正直最初はコレ怪談として成立するの？とやや不安に感じながら読み
進めました。ただ、カナが姉サキの奇行について話しを進めて行くにつれて、徐々に
怖気を感じ始めました。いや、土食べるって何？そして何故両親はそれを止めな
い？これらの疑問が後半、姉のサキによって語られる場面へと繋がるまでの流れが
上手いと思いました。怖さについては十分。。と考えていましたが、更に踏み込んで
みてより怖さを出したら面白くなるのではないかな？と思います。サキの口から語ら
れる家にまつわる因習、神を祀り繁栄を得る代償が人の魂。結果、もたらした悲劇。
全てが恐ろしかったです。新しさ、についてですが後半のサキの淡々とした、むしろ
冷淡にさえ感じる態度と、その口から語られる自分の家に伝わる信仰、両親の死、
我が身も犠牲にしてでもという覚悟、これらを粛々と進めていく様子に鋭さを感じまし
た。新しさについても、贄を求めるモノに対する方法が、土を食べる、人骨を食べる
事で回避する、という思いもよらない手段だったので、高評価としました。反面、ユー
モアさですが、、カナが自宅で外宮に変する場面の描写等に可笑しみは感じるので
すが、やや弱い印象です。語り手である、ボク、の人物像をもう少し思らませても良
いかもしれません。さて、意外さ。これも祀る神と贄を求める神が一つの家に存在
し、代々祀られてきた。という部分に最も意外性を感じました。虚をつかれました。余
談ですが、動画を上げたらしい一文を見て、「いや～、言うて人間が一番怖いわ！」
と思った次第です。

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員I 12 11 10 10 11 54 異食症ではないかという話。お姉さんが精神を病んでるような話だったのだが、それ
が神様の戦いにつながっているという。そして妹を守るために家族がみんな亡くなっ
てしまって、本人はもぬけの殻になってしまって、救われない話だったあと。いや救
われてはいるのかな

308 蛻（もぬけ） 春粉亭（ぱるぷんてい）
きなこ

1月度グランプリ 一般審査員J 15 15 16 12 14 72 聞いたことがないような異食という話と儀式の話だった。
蛻っていうのが何だったのかが全くわからなかったところが怖かった。意外だったの
が、友人のなくなり方に後味が悪い話だった。

合計 154 154 147 149 152 756
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員Ａ 16 15 15 14 15 75 語り方の工夫次第では、もう少し高い点数をつけたかと思う。結構シンプルな表現と
描写で、わかりやすくていいのであるが、怪談のコンテスト用にもう少し飾った表現
をしてみてもよかったのではないか。夕陽が見えるシーンなんかは結構怖かったの
であるが、そこも含めて、全体的にもっとおどろおおどろしい描写ができたように感じ
た。「ユーモアさ」は皆無なので、もっと重苦しい感じにしても大丈夫だと思う。話の内
容が審査基準の各項目をあまり満たしていない以上、語りで魅せるのがいいのでは
ないか、と個人的には思いました。あと、審査基準の各項目についても、色々考察し
てみると面白いかも。

446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員B 14 10 11 11 11 57 自分の母親が亡くなって後を追って死んだ人が友達を連れて行くのは違うんじゃな
いかなと思ったんですが、悪霊になっていたとしたら自分の意思とは関係なく身近な
人たちを連れて行こうとするのかなと思いなおしました。でも、仲の良かった仲間に
引っ張られるのは考えたくないですよ。

446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員C 18 18 16 15 15 82 赤い家、というのが、象徴的で良いです。赤は非常に印象に残る色ですから、とても
考えられた設定だと思います。また、赤は食欲を増進させる色。この家が貪欲に贄
を求める様子が伝わってきて、恐怖心を煽られます。加えて田村くんの存在が不気
味で、作品に更なる恐怖を与えているのも良かったです。田村くんに恐怖の権現を
特化することで、作品がすっきり仕上がっているように感じました。わたしは個人的
にハッピーエンドが好きなので、せめて主人公は生き残ってほしいと願ってしまうの
ですが、この作品を見る限り先には絶望しかないですね。怪談としては、非常に秀逸
なのだと思います。

446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員D 17 16 16 17 16 82 全体的に悲しくて、読みながらずっと心が痛かったです。みんな普通の子どもで、青
年になり、再会しただけなのに。その切なさと赤い家の不気味さが相まって、とても
気味が悪い雰囲気に仕上がっていると感じました。最終的なタイトルの回収も面白
かったです。

446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員E 15 20 5 10 15 65 終盤の「さあ、おそうしきをしよう」で空気が一変し、二本のロープが視界に入る瞬間
の冷え方が強烈でした。都市伝説めいた「赤い家」の噂が、いつの間にか遊びでは
済まない儀式の領域へ滑り落ちていく展開がいいですね。不穏の積み上げと場の
支配力が圧倒的で、余韻まで怖い怪談に感じました。



446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員F 18 17 18 17 18 88 地元に一つはありそうな怖い噂のある家。神社の裏の森にポツンと佇む外壁が真っ
赤に塗られた廃屋『赤い家』。その赤い家が赤いのは人の血を吸うからで、人が死
んだ数だけ家は赤くなるというのだが、主さんがその事を思い出せたのは追い詰め
られた時。リベンジしようと向かった赤い家から何故か母を亡くして皆の前から姿を
現さなくなった田村が出てきて中に招き入れられ、奇妙な体験をする主さん達。田村
は母を亡くした後、その赤い家に取り込まれてしまったのでしょうか？そこがかつて
古墳だった事と関係があるのでしょうか？赤い家の中は時空が歪んでいて田村が
以前暮らしていたマンションの部屋と繋がっていた？自分を盾にして主さんを逃がそ
うとしてくれた﨑山はどうなってしまったのか？色々と考察が出来そうですね。最後
に主さんだけは逃げ切れる、と思ったところで足を掴まれたのは意外でしたが、足を
掴んだのは三輪だったのでしょうか？

446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員G 16 16 14 15 14 75 個人的に好みのお話で、後味が悪いのに読後感は悪くないという不思議なお話です
ね。青春物語のようなものかと思いきや、怪異に巻き込まれていく様が洒落怖の雰
囲気を感じられて良かったです。肝試しに行くという行為がトリガーになっているの
は確実なのですが、そもそもこの田村君が行こうと言い出したことすら何かの因果が
あったのではないかと深読みをしたくなるお話ですね。真相は解明されないまでも、
その終わり方が綺麗というか、最後の一文がとてもいいので終わり方が綺麗に感じ
ます。最後の一文の内容次第では微妙な感じになってしまうので、センスのいい文
章なんだと感じました。

446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員H 18 19 18 13 19 87 これぞ怪談、というお話。怖さ、森の奥の真っ赤な壁の廃屋。このワードが既にパン
チ強めですが、わざわざ肝試しに行くという碌な目に遭わないの確定な展開。そして
連絡がつかなかった田村が何故か廃屋に招き入れ、からの恐怖の連続。いやー、
怖い怖い。鋭さ、主人公達を1人、また1人と追い込んでいく様子が容赦無いです
ね。新しさ、恐らく最初に廃屋に行った時点で田村は魅入られてしまっていたんで
しょう。そして母親の死で完全に取り込まれてしまった。「赤い家が赤いのは、人の
血を吸うから。人が死んだ数だけ家は赤くなる。」とありましたが、廃屋そのものがそ
れを欲しているのか、人の念の集合体でもあるのか？謎は謎のままに。良いと思い
ます。ユーモアさ、不謹慎かもしれませんが廃屋そのものです。人の血を欲して、そ
の度に誰かを引き入れては死に追いやって。そもそも廃屋自体が呪物なのかとも思
えるのですが、妙に人臭いと言うか泥臭くて笑えます。意外さ、﨑山は何故主人公を
助けて自分は犠牲になったのか？2人で助かろうとしなかったのか？と思いつつ、主
人公は助かるエンドかと考えていたら最後の最後でどんでん返し。さて、足を掴んだ
のはだれだったんですかね？

446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員I 12 11 10 10 11 54 田村くんのお母さんが亡くなったのは、三輪くんや崎山くん達三人のせいではないの
に、なぜこんなことになっているのだろう？とすごく疑問です。そして三輪くんは本当
に死んでしまった。田村くんが死んでいたとしても三人は関係ないのになぜ友達を巻
き込んだのか。

446 赤い家の贄 宿屋ヒルベルト 7月度グランプリ 一般審査員J 18 17 17 14 19 85 タイトルとストーリの内容がとてもマッチしている話でとても怖かった。
田村さんや主人公の友人たちがなくなった時系列が最後までよくわからなくなった
が、最後の主人公まで生贄になりかけているところも非常に怖かった。
緊迫感のあるストーリーで非常にわかり易い文章になっていたので、良かったと思
う。

合計 162 159 140 136 153 750
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員Ａ 19 18 17 14 17 85 語りが上手く、誤字が気になっても、先へ先へと読み進みたくなる。色々とここでは
書けないセンシティブな部分もあるのだが、そういった部分をなんとなくほのめかす
にとどめているところも、上手いなあと感じた。結局、一番怖いのは人なのだろう。語
り手である「俺」がジュースのおばさんについて、冷静に分析しているのがいい。最
後にはおばさんへの同情もしていて、確かに人は怖いが、その人について色々と想
像したり考えてみるとわかることもあると思った。そうはいってもやはり、狂ってしまっ
た人間は、怖い。

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員B 14 13 11 12 11 61 周りに頼る人もなく、親子2人だけで生活していて大切な子が突然、死んでしまった
ら誰か恨む人間を探してしまう感情になるのは仕方ない事かもしれないと思いまし
た。身内のいない異国の地だから生きる意味が復讐だけになってしまったんじゃな
いでしょうか。怖くも悲しい話でした。

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員C 17 16 18 15 15 81 今回グランプリに残った中で、1番異色の作品だと思っています。差別をしているわ
けではありませんが、ほぼ単一民族の日本において、ジュースのおばさんが外国人
であること、それが、非常に独特な雰囲気を作品に与えていると思いました。また、
エンディングが物悲しいのも特徴的です。人怖に特化したのも潔い。息子が事故に
あった原因のボールに書いてあった名前だけを頼りに、恨みの矛先を「トウヤ」に向
けたことは狂気に満ちていて理解し難いです。人怖をここまで突き詰めることができ
るのは、作者の才能だと思いました。

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員D 18 18 19 18 19 92 子どもの頃、近所にいた名物おばさんのようなポップなタイトルと内容の重さの
ギャップがすごいです。思春期の幼い時に泣かされた記憶をなんとか上書きしようと
した軽率な行動も読んでいて理解できます。全体的に描写が分かりやすいので、読
みやすいので世界観に入り込んで楽しめてとても良かったです。

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員E 10 15 5 10 10 50 大人になってから「おばさん」の立場で振り返ると、恐怖よりも先に深い喪失と孤独
が胸に迫ってきました。無邪気な子どもたちの言動が、結果的に誰かを追い詰めて
しまう構図がいちばん残酷で、静かな人怖を生んでいます。視点をどこに置くかで印
象が大きく変わる点も素晴らしいですね。読み返すのはつらいのに、ふと…何度も
考えてしまう怪談だと思いました。

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員F 18 17 17 18 18 88 息子を亡くしたおばさんの辛さ、悲しさと復讐への強い思いが印象に残るお話でし
た。交通事故で息子を亡くしたジュースのおばさん。事故のきっかけとなった道路に
転がっていたサッカーボールに書かれていた『とうや』という名前に、息子の死の原
因を作ったのはこの『とうや』だと考え、そのボールの持ち主を探しだして復讐しよう
と子供達から聞き込みをするおばさん。とうやを知っている、と言ったCに、とうやに
会わせろ、と豹変し、知らないから会わせられないと答えたCの首を締め殺そうとし
たのはCに辿り着けなかった怒りからなのか。その後、Cだけでなく、主さんやA、Bに
もその牙を剥き、追い詰めるまで迫ってきたのは怖い。逆上して自分を見失ってし
まっていたのでしょうか。中学生に成長した主さん達がおばさんに仕返ししようとした
時、現れたおばさんは当時恐ろしかったおばさんの姿とは見る影もなくなり、普通の
おばさんだったというのは意外でしたが、それが余計に不気味さを感じました。とう
や捜しはもう諦めたかと思った矢先、隣町で切り付け事件が起こり、その犯人が変
わり果てた容貌のおばさんだとわかる。おばさんが呟いていた韓国語の言葉は何か
のおまじないか呪いか…。執念の恐ろしさを感じますね。ジュースにトラウマを覚え、
見るのも苦手となりながらもおばさんに悲しさを覚える主さんの優しさも感じるお話で
した。

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員G 18 20 19 19 19 95 パックジュースってなぜか魅力的なんですよね。大人になった今でも自販機にあると
買ってしまいます。このお話は怖さだけではなく、ミステリーのような爽快感もあるバ
ランスの取れているお話ですね。おばさんの心を考えると、そこまでの狂気に走って
しまったのは致し方ないのかもしれない、と子供を持つ身としては思ってしまいます。
子を亡くした親は正気でいられないと思いますし、自分もきっとそうだろうと思いま
す。どんな気持ちでジュースを売り歩いていたのか、どんな日々を送っていたのか、
おばさん側のスピンオフも少し見てみたい気もしました。

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員H 12 13 14 11 13 63 心霊譚ではなく人怖ですね。怖さですが、おばさんの目的が良くないものだと言う事
が容易に想像出来る分、いつ主人公達の身に何か起こるのかや、おばさんの言動
がおかしくなる様は怖かったです。ただ、多少霊的な要素も入れて欲しかったので、
この点数にしています。鋭さ、過剰な説明が無く読み易いですが、もう少し緩急をつ
けた文章にした方が良いように思います。緊迫感が薄いと言うか。新しさ、最後にお
ばさんの目的が我が子の為の復讐だと分かるわけですが、私は序盤、主人公達子
どもを狙っている妖？のような者かと考えていて、「トウヤ」という子を探しているのも
攫うつもりなのかと思ってました。母親の復讐の物語。怪異とは少し違う気はします
が、新しい表現だとは思います。ユーモアさ、主人公含む4人組の他愛もないやり取
りと、おばさんとの交流。
そこから一転する辺り、面白かったです。意外さ、おばさんの正体、ジュースやお菓
子を売り歩く目的、でしょうか。実は幽霊だった、とか化物だった、では無くあくまでも
生きている人間であり、最終的に我が子の復讐を遂げるという結末です。

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員I 13 13 12 10 11 59 このおばさんはどうしてこの子供たちに目をつけたのか？他の子達にも同じことをし
ていたのか？そこはとても不思議です。子が死んだ親の気持ちはすごくよくわかる
が、ここまでは異常すぎて怖いなと思った。だって気持ちは抑えられるもん。

455 ジュースのおばさん 誠也 としひら 9月度グランプリ 一般審査員J 15 15 16 12 13 71 切ないヒトコワだった。また悪意のなく無関心で、Cは、無関係の人を巻き込んでし
まったこともヒトコワの一つだと思う。
悪意のない悪意というのが怖いものだと改めて気付かされた。

合計 154 158 148 139 146 745
No タイトル 投稿者 日付 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員Ａ 16 18 17 16 15 82 独特の雰囲気がある怪談。葬儀屋の体験談という切り口が面白く、斬新な話だっ
た。意味はぼかされてはいるものの、なんとなくわかるようになっているのもいい。タ
イトルからも推察することが可能だろう。ただ、途中のiphoneのシーンは、ギャグな
のかシリアスなのか、判断に困った。全体の流れからして、シリアスとして捉えたが、
「Hey Siri」でクスッと笑ってしまったので、「怖さ」「ユーモア」どちらの点数も上げるこ
とができなかった。統一したほうがよかったかもしれない。

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員B 13 12 10 10 10 55 恨みをかっていた故人の葬儀を呪術めいたもので成仏させないようにしたのか消滅
させたのかはわかりませんが最後に残された家族が破産したり心中したりしたのは
なんでかがわかりませんでした。そこの説明が欲しい所でしたね。

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員C 17 15 16 17 17 82 人怖の要素が濃い作品でした。読後の後味が悪く、そういう意味では印象に残りま
した。葬儀中の怖い話なのに、霊的より人怖の要素が強いというのが新しくてとても
良いです。亡くなった方が苦手なものを棺桶に入れるくだりは本当に気持ち悪くて、
人怖に拍車をかけていました。恐怖を表現する着眼点がすごいと思います。また、
コーディネーターの登場も面白かった。こんな職業を思いつくとは、作者の方の独創
性は並ならぬものだと感嘆致しました。題名が表している通り、結局は生きている人
間が強いのですね。そう考えると、霊もそんなに怖くなくなります。新しい気づきを与
えてくれた作品でした。

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員D 17 12 16 17 15 77 余程特殊な読み方や難読漢字以外は、ふりがなを括弧書きで書く必要はないので
逆に読みづらかったです。お骨に歯型が残る、というイメージがなかなかつかないの
で一番恐怖を感じさせるところであまり怖く感じられなかったです。亡くなった人への
呪いのような儀式を生霊と表現したのは面白かったです。

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員E 5 15 10 15 15 60 読了後の感想は「なんだこれ」。整理して怖がらせるタイプの怪談とは真逆で怪異の
暴力のような強引さが印象的でした。怖いというより混乱が勝って、読者が試されて
いる…「どこまで付いて来れる？」と突き放される読み味が新鮮でした。

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員F 17 17 18 16 18 86 とある身内だけで行われた密葬で見た異様な光景。故人を見送る人達は皆、ニコニ
コ笑っている。それだけでも不気味だ。海外などでは祭りのように賑やかに死者を送
る風習もあったりするが、日本ではしんみりした雰囲気で涙を流す人も少なくはない
だろう。火葬が終わるまでの間、遺族達が控え室で食べていたお弁当も骨付きのT
ボーンステーキで、食べた後、骨をしゃぶり挙げ句には齧り出してしまう。その後、各
自薬のようなものを取り出し水で流し込む。不気味な光景はゾワゾワと怖さを感じま
すね。一番謎なのは遺族と故人を上手く纏めるのが仕事だと語るコーディネーター
を謳う男。この話の故人と遺族は故人の生前非常に仲が悪く、故人は皆から嫌わ
れ、嬉々として最悪の葬送をされる。でも、遺族もまた呪い返しを受けたかのように
後に破産し、一家心中してしまったのは意外といえば意外でしたが、それもコーディ
ネーターを謳う男の仕業だったのでしょうか。こんな最期を迎えたくはないですね。

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員G 18 17 18 18 19 90 焼く時の儀式についておいしそうとかコメントしたお話ですね。自分のコメントを改め
て見て、今考えるとなかなか気色悪いコメントしてるなと反省しています。それはさて
おき、葬儀というのはその行為そのものが重たいものです。それがさらによくわから
ない儀式と被せて行われているという気持ちの悪さ、カルト映画の儀式を目の当た
りにしているような感覚に陥ります。実際その気持ち悪さ、奇妙さを意識されていると
は思いますが、その意図をちゃんと読者へ伝わるように表現できる技量がすごいな
と思いました。空気の重さやいびつさは映像作品と違ってイメージがつきにくいとこ
ろ、このお話ではずっとその雰囲気がありますね。

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員H 13 13 15 14 15 70 なかなか評価に迷う作品でした。怖さ、怪奇は確かに起きてるんですが、それよりも
不可解さの方が前面に出ている為、何だこれは？というのが正直な所です。鋭さ、
親族達の奇妙な行動などの描き方が気持ち悪さを強調しすぎている気がします。
もっと削ぎ落とした簡潔な表現でも良かったかもしれません。新しさ、iPhoneの中に
現れた死者の怨念と残された遺族の積年の怨みの対峙。それもお骨上げの場で。
斬新ですね。ユーモアさ、いつも通りに仕事をこなそうとしていた主人公が唐突に奇
怪な出来事に巻き込まれ、戸惑い恐れ
慄く様は失礼かも知れませんが笑えました。怖さ故の可笑しみと言いますか。意外
さ、謎の男性、が仕掛けたものかと思いましたが、違いましたねー。正体も謎のま
ま。何者だったのかな？あとは、ラスト、資産家一族の未路ですかね。人を呪わば、
というやつでしょうが、葬儀の場では死人の怨みの念に勝ったのかと思ってました。
呪い返し。結局、逃れることは出来なかったんですね。

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員I 12 11 10 11 10 54 どっちもどっちなお話ですよね。ただ死霊のほうが一族を絶やしてしまうほど強かっ
たのだと。恨みって怖いなと思いました。恨まないように恨まれないように生きていき
たいなと思った話でした。ただ文章が読みにくくてあまり好きではなかったです。

407 生霊が死霊を食らうとき 垣坂弘紫（かきさか ひろ
し）

6月度グランプリ 一般審査員J 16 15 17 12 16 76 一族だけにしか引き継がれていない呪いのような事象で怖い話だった。
ヘビは、繁栄の象徴でもあるため、先祖の誰かが、子孫を生贄にして、自分の成功
を願ったのかもしれないと思った。区長さんが、とても良い人で、自身を犠牲にしてで
も何かを止めてくれたんだと信じたい終わり方だったのは、面白かった。

合計 144 145 147 146 150 732


